
(第148号〕日発行

発行 所

富山県魚津市役所

編集発行人関口 長

(毎月 1日発行)

1部 3円

農

業

基

本

調

査

昭和34年 2月

忌n也也:;戸凶凶当益?円i??γ汽パ以川Lマ穴円J久々{.川;戸内m川叩mツ汁1川川川川川{f泌却氾三!;~ì1)F♂匁絞1':り~~ ) 
νピ山'1;イて

h一.一一一--_-.，ト一一-一一. 
i剣~~.明帆2判恥司恥♂川!叫お!烹お言お骨校長川、;/~.~~品川，~~.~撚〉が~@

報

し
て
き
で

お

り
ま

が
、
今
年
も
二
月
一
日

現
在
で
調
査
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
、
農
家
の
人

員
や
仕
事
の
様
子
、
耕

地
の
状
況
、
農
作
物
の

作
付
状
況
、

家
畜
や
農

機
具
な
ど
農
業
を
営
む

の
に
大
切
な
こ
と
が
ら
を
調
べ
・る
の
が

目
伺
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
県
や
市
の
大
事
な
行

政
を
行
う
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
る

わ
け
で
す
。

調
査
の
方
法
は
、
お
よ
そ
部
落
ご
と

に
設
け
ら
れ
る
「
農
林
水
産
調
査
員
」

の
方
が
、
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
て

直
接
き
き
と
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
で
知
り
得
た
事
が
ら
に
つ

い
て
は
、
調
査
員
は
も
ち
ろ
ん
、
県
や

市
に
お
い
て
も
税
金
な
ど
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら

れ
て
お
り
ま
ず
か
ら
調
査
員
の
質
問
に

は
、
あ
り
の
ま
ま
正
し
く
答
え
て
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

…諒

査
:
事
.項

ーし
常
住
世
帯
員
数
お
よ
び
そ
の
就
業
状

況
Z
過
去
一
年
間
の
出
生
、
死
亡
、
転
入

お
よ
び
転
出
状
況

ー
農
業
現
金
収
入
の
状
況

4
経
営
耕
地
面
積

ー
農
機
具
お
よ
び
サ
イ
ロ
の
所
有
状
況
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一

消

火

栓

や

道

路

の

除

雪

一

一

を

お

願

い

し

ま

す

一

一

雪
が
降
り
ま
す
と
、
消
防
活
動

一

一
が
に
ぶ
く
な
り
、
そ
の
た
め
大
事

一

一
に
い
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

一

一
で
、
消
火
栓
や
道
路
の
除
雪
に
皆

一

…
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

一

一
す
。
ま
た
雪
の
た
め
煙
突
が
倒
れ

一

一
た
り
し
ま
す
か
ら
、
よ
く
見
て
い

一

一
た
だ
き
火
災
の
お
こ
ら
な
い
よ
う

…

一
に
し
ま
し
ょ
う
。
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¥
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(消
防
本
部
)

二
月

日
現
在
で

合
併
促
進
法
の
制
定
に
よ
っ
て
全
国

的
に
相
つ
い
で
新
し
い
市
町
村
が
つ
く

ら
れ
、
こ
の
新
市
町
村
に
対
し、

国
土

緑
化
推
進
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
新

市
町
村
建
設
記
念
造
林
を
す
す
め
て
き

魚津市神明町

魚津 印 刷 所

1月の人口動態
世帯数 9.200世帯
人口 46.487人
出生 59人
死 亡 26人
婚姻 39件

ま
し
た
じ
市
に
お
い
て
も
治
山
治
水
を

兼
ね
将
来
に
お
け
る
市
財
政
を
う
る
お

す
た
め
の
造
林
を
計
画
中
で
あ
っ
た
の

で
、
早
速
市
有
林
の
造
成
に
着
手
し
ま

し
た
U

そ
の
候
補
地
の
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
維
持
管
理
等
の
関
係
か
ら
一

団
地
の
面
積
五
町
歩
以
上
が
適
当
で
あ

り
、
叉
土
壌
そ
の
他
の
立
地
条
件
か
ら

五

O
町
歩
の
造
成

を

目

標

に

し
て
、
片
貝
.
松
倉
の
両
地
区
が
適
当

で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
こ
の
両
地

区
に
実
施
し
て
、
す
で
に
松
倉
地
区
二

O
町
歩
、
片
員
地
区
五
町
歩
の
造
成
を

完
了
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら

造
成
の
規
模
と
し
て
は
、
将
来
の
収
穫

予
定
を
五

O
年
と
し、

年
伐
採
量
を
一

町
歩
と
考
え
た
場
合
、
こ
こ
に
少
く
て

焼

失

区

域

の

皆

さ

ん

の

町

内

に

公

設

下

水

管

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
よ
く
し
て
、

健
康
で
よ
り
よ
い
文
化
活
を
営
む
た
め

に
は
、
住
宅
の
宅
地
内
の
す
べ
て
の
汚

水
、
と
く
に
台
所
、
湯
殿
、
洗
濯
場
等

か
ら
で
る
下
水
と
雨
水
を
下
水
管
に
完

全
に
排
出
し
て
伝
染
病
の
撲
滅
と
不
潔

な
排
水
路
を
な
く
し
、
美
し
い
衛
生
的

な
住
み
よ
い
街
を
つ
く
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

そ
れ
で
市
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
二

年
度
か
ら
下
水
管
を
布
設

し
て

い
ま

す
が

、
将
来
公
設
下
水
管
の
布
設
が
完

備
し
た
町
内
区
域
の
皆
さ
ん
の
家
庭
内

の
排
水
の
整
備
、

即

ち

私

設

下

水

道
を
完
備
し
て
い
た
だ
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
万
一
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
、
場
合

は、

急
に
熱
慨
を
か

け

た

り

す

る

と、

管
が
破
裂
す
る
か
ら
、
ぬ
る
ま

湯
を
徐
々
に
か
け
る
こ
と
。

。
破
裂
し
た
場
合
は
水
道
課
電
話
四
四

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
日
く
わ
し
い
公

一

O
替
へ
迎
絡
下
さ

い
。
(
水
道
課
)

告
等
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

ど
う
か
街
の
美
化
に
ご
協
力
下
さ
い
。

。。す
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が
布
設
さ
れ
ま
す

凍
結
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

の
何
回
国道水

マ!0í~巧研湖
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歩退牽
く織
入 港
た 鞠
争議蕗
払 込〉ご校以内

之 為j当
気4 さを~~
を録:
~ Rジ守、ロ'去三2、

可避
τ寮
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民滋!?議!

二
磐
田
笛
は
危
険
防
止
の

た

め

二

二
や

む

を

得

な

い

場

合

だ

け

=

昨
年
の
十
月
一
日
か
ら
道
路
交
通
取

締
法
施
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
自
動
車

な
ど
の
響
笛
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
は
ご

承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
お
も
な
点
は
、

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
使
用
制
限
リ
瞥
笛
は

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
(
危
険

防
止
の
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
、
公

も
五

O
町
歩
の
造
成
を
必
要
と
し
ま
す

の
で
こ
の
目
標
に
向
っ
て
続
い
て
実
行

中
で
あ
り
ま
す
c

な
お
造
成
方
法
は
地
上
権
設
定
に
よ
る

分
収
造
林
で
あ
っ
て

、
地
代
と
し
て
収

穫
さ
れ
る
と
き
、
土
地
所
有
者
に
四
分

の
収
益
を
分
配
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
初
年
度
造
林
は
三

0
年
度
で

あ
り
ま
ず
か
ら
、
す
で
に
四
年
生
の
造

林
地
が
で
き
、
そ
の
生
育
も
見
事
で
あ

り
、
昨
年
県
主
催
に
よ
る
植
林
コ
ン
ク

ー
ル

に
は
一
位
を
穫
得
し
、
絶
対
有
望

な
造
林
地
と
折
紙
を
つ
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

本
市
着
手
後
は
、
県
下
の
・市
町
村
に
お

い
て
も
は
川
、

氷
見
両
市
を
始
め
と
し

て
上
市
町
、
立
山
町
、
朝
日
町
と
続
い

て
分
収
造
林
を
実
施
し
て
お
り
、
将
来

こ
れ
ら
市
町
村
財
政
上
に
及
ぼ
す
影
響

ま
こ
と
に
大
き
い
も
の
と
各
方
面
よ
り

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

安
委
員
会
の
指
定
し
た
場
所
)
の
ほ
か

は
.な
ら
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

泥
は
ね
運
転
の
防
止
H
泥
は
ね
運
転
の

防
止
に
つ
い
て
は
運
転
者
の
義
務
が
強

化
さ
れ
、
水
た
ま
り
や
ぬ
か
る
み
の
場

所
を
通
行
す
る
と
き
は
、
泥
土
や
泥
水

を
と
ば
し
て
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
が
な
い
よ
う
「
泥
よ
け
」
を
つ
け
る
か

徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

学
童
の
通
行
保
護
H
こ
れ
も
運
転
者
の

義
務
が
強
化
さ
れ
、

昨
川
護
者
が
つ
き
そ

わ
な
い
十
三
才
未
満
の
児
童
や
幼
児
が

歩
い
て
い
る
場
合
に
は
、
運
転
者
は
一

時
停
車
す
る
か
、
徐
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
追
越
し
の
場
合
の
注
意
義
務

の
強
化
、
最
高
速
度
制
限
の
改
正
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
や
か
ま
し
か
っ
た
瞥
笛
の
音

も
相
当
静
か
に
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、

自
動
車
を
運
転
す
る
側
か
ら
い
い
ま

す
と
「
オ
ツ
ト
危
な
い
」
と
思
っ
て
も

そ
う
簡
単
に
瞥
笛
を
鳴
ら
せ
な
い
た
め

に
運
転
手
さ
ん
は
今
ま
で
以
上
に
神
経

を
使
う
わ
け
で
、
あ
る
運
転
手
さ
ん
は
、

「
道
を
歩
く
人
や
商
屈
の
皆
さ
ん
の

協
力
な
く
し
て
は
ス
ム
ー
ス
な
運
転
は

む
づ
か
し
く
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ふ
る
い
海
技
免
状
の
所
有
者
は

書
き
換
え
の
た
め
申
請
し
て
下
さ
い

八
代
町
西
部
(
三
分
の
一
)

橋
場
町
(
一
一
分
の
一

)

下
野
方
H
友
道
一
区
(
二
分
の
一

)

松
倉
H
古
鹿
熊
(
二
分
の
一

)

調

査

事

項

[
十
五
才
以
上
の
者

一
氏
名
、

男
女
別
、
配
偶
関
係
、
出

生
の
年
月
日
、
年
令
及
び
世
帯
主
と

丘
動
力
耕
転
機
の
利
用
状
況

一

の
続
柄

ー
家
畜
家
き
ん
の
飼
養
顕
羽
群
数

一

)

a仔
畜
の
生
産
頭
数

一

に
就
業
状
態
、
従
業
先
の
名
称
及
び

旦
畜
産
物
の
販
売
並
び
に
消
費
状
況

一

事
業
の
種
類
、
従
業
先
で
の
仕
事
の

叩
過
去
一
年
間
の
耕
地
の
拡
張
潰
廃
面

一

種
類
及
び
従
業
上
の
地
位
並
び
に
こ

積

一

泊
に
附
随
す
る
事
項

け
農
産
物
の
収
穫
面
積
お
よ
び
収
穫
量

一

三
転
職
、
追
加
就
業
叉
は
新
規
就
職

引
一

希
望
者
及
び
求
職
活
動
の
有
無

…

失

業

対

策

等

の

資

料

に

竺

即

就
業
時
間
又
は
就
業
日
数

m
一
Z
利
回
才
以
下
の
者

…

就

業

状

態

基

本

調

査

…

一

刊
男
女
別
世
帯
人
員

操
業
基
本
調
査
と
同
じ
二
月
一
日
現

一
一
冬
を
教
え
ら
れ
た
り
教
え
た
り

在
で
就
業
状
態
基
本
調
査
が
行
わ
れ
ま

一
(
農
閑
期
に
は
技
術
の
交
換
を
す
す
め

す
。

一
ま
し
ょ
う
)

こ
の
調
査
は
、
県
民
の
仕
事
に

つ
い
て

一

い
る
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
失
業
対

策
、
産
業
計
画
、
そ
の
ほ
か
富
山
県
の

基
本
的
な
施
策
に
必
要
な
資
料
を
つ
く

る
も
の
で
す
。

調
査
は
抽
出
に
よ
り
選
び
出
さ
れ
た

次
の
八
つ
の
地
域
が
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
三
分
の
一
か
二

分
の
一
の
方
が
調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

抽
出
地
域
と
(
)
は
調
査
割
合

経
由

日
岡
経
団
の
一
部
(
一
二
分
の
一
)

西
布
施
日
蛇
田
の
南
部
(
二
分
の
一
)

道
下
H
釈
迦
堂
の
中
部
へ
二
分
の
ご

魚
津
リ
下
村
木
町
東
部
(
二
分
の
一
)

こ
の
よ
う
に
車
馬
は
瞥
笛
を
や
め
て

先
づ
徐
行
を
心
が
け
て
お
り
ま
ず
か
ら

皆
さ
ん
も
交
通
の
規
則
を
守
っ
て
協
力

し
ま
し
ょ
う
。
(
交
通
安
全
協
会
)

。
昭
和
二
十
六
年
十
月
十
四
日
以
前
に

所
有
し
た
旧
海
技
免
状
は
、
昭
和
三

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
申
請
す

7
Q
W
」ル」
0

。
昭
和
二
十
六
年
十
月
十
五

H
以
後
に

交
付
さ
れ
た
旧
免
状
所
有
者
は
、
昭

和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
申

請
す
る
こ
と
。
但
し、

申
請
は

い
和

三
十
五
年
四
月
以
後
に
申
請
す
る
こ

と
、
し
か
し
期
限
の
あ
る
も
の
は
そ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
申
請
者
は
、
旧
海
技
免
状
と
印
鑑
及

び
書
留
料
四
十
三
円
を
持
っ
て
、
商

工
水
産
課
(
水
族
舘
内
)
へ
お
い
で

下
さ
い
。

。
旧
免
状
と
新
免
状
の
対
照
は
次
の
と

お
り
で
す
。
〔
〕
は
新
海
抜
免
状

鈴木

こ仁

物
{幾

科械

訓

練

生

を

募

集

新
し
く
で
き
た
富
山
総
合
職
業
訓
練
所

。
沿
岸
丙
種
運
転
士
、
沿
岸
乙
種
二
等

運
転
士
、
小
型
船
乙
種
二
等
運
転

士
、
小
型
船
丙
種
運
転
士
リ
〔
丙
種

航
海
士
〕

乙
種
二
等
運
転
士
、
丙
種
運
転
士
H

〔
乙
種
二
等
航
海
士
〕

小
型
発
動
機
船
三
等
機
関
士
、
沿
岸

発
動
機
船
三
等
機
関
士
H

〔
丙
種
機

関
士
〕

発
動
機
船
三
等
機
関
士
、
汽
船
三
等

機
関
士
、
=
一
等
機
関
士
H

〔
乙
種
ニ

等
機
関
士
〕

右
の
旧
免
状
の
ほ
か
省
略
し
た
も
の
が

あ
る
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
商
工
水
産

課
水
産
係
へ
間
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

)と と Aト_J
'・
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②
一
…

t
J
J
3
J
m治
相

一

計

一

一

引

れ

れ

佐
川
町
一
一
一
一
心

一一
川

町

立

粧

品

品

川

一
一

沼
田
一
一
一
層
間
一

(

一

…

る

ハ

出

生

で

は

、

出

生

数

八

三

三

人

(男
四
四
て
女
三
九
一
子
の
日
程
で
行
い
ま
す
o

農
業
に

二

;

:

ネ

イ

一γ

れ

ハ

二

)

で

、

こ

れ

は

男

一
O
O
人
に
つ
き
女
八
九
人
の
割
二

一一

つ
い
て
の
相
談
も
す
る
こ
と
に
な
L

一

生

産

安

定

の

た

め

、

早

ま

き

、

早

植

土

ォ

叢

ス

生
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

J

一
一
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
多
数
の
参
加

二

E
E
r
r
-
λ
E一

一

…

同

日

野

一

一

一

当

日

日

片

付

信

旬

以

ト

お

院

士

一
一
を

の

ぞ

ル

で

!

?

。

二

一l
{

判

ι私
釦
引
十
U行
七

ト

ベ

ド

引

ト

恥

/一

)

士

活

口

J

は
三
八

O
件
で
三
十
二
年
よ
り
一

O
件
が
多
い
こ
と
に
な
一

一
一
…
農

事

相

談

と

講

演

会

二

一

J

と
担
腐
れ
防
止

1
病
害
虫
防
除
の
三
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一

r一昨一
v

ヵ

k
f
り
ま
す
。

~
一
、

3
午

一

、

に

ノ

~

、

一
一
と

き

ニ
月
九
日

(
月
)

↑一

月
物
一

v
E
F

玖
r

最
近

五

ヶ

年

間

の

人

口

動

態

切

で

午
后

二
時
か
ら

二
先
づ
健
苗
育
成
で
す
が
、
稲
作
り
は
人
一
ま
き
早
植
え
で
五

、
六
月
の
好
天
に
充

一、

3

M
山

一一九
年
=
一
O

年

一

三
年
一
壬
一
年
一
言
一
年
一

一一

と
こ
ろ
村
木
小
学
校
講
堂

ニ
為
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
天
候
と
取
組

一
分
な
体
を
つ
く
り
、
七
月
の
高
温
障
害

年
郵

t

E

中

二

一

む
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
く
る
障
一
時
に
は
穂
型
が
で
き
て
秋
落
障
害
、
天

幻
種

一

r
2
引

い

出

生

八

四

九

八

六

五

菜

室

会

一

一

一

一
一
O
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
農
唯
一
対
経
営

一
一害
か
ら
上
手
に
逃
れ
て
増
産
す
る
方
法
一
候
不
良
障
害
を
の
が
れ
ま
す
。
ま
た
刈

和
三

一
J

B

2

a

r

男

四

一

三

塁

一

四

回

ニ

四

D
C

四四一

一
二

」
東
大
教
授
磯
部
秀
俊
氏
v

一を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
意
味
一
り
と

っ
た
跡
に
は
飼
料
作
物
や
換
金
作

鐸

一

一

に

昨

ハ

女

四

一

八

四

一

四

三
五
四
三
九
三
一
完
ニ

f
o農
業
経
営
を
中

心
と
し
た
章

二

で
早
期
の
保
護
育
苗
、

早
植
は
大
切
と
一
物
を
つ
く
る
よ
よ
し
た
い
も
の
で

一

へ

死
亡
回
口
四
三
四
八
回
。
=
=
一
八
口
=
一
八
四

)
一
一

相
談

{一二
百
え
ま
す
。

、

一
す
ゾ

一t
h

男
一
一
一

八

一

完

一九

八

=

口

六

ニ

O

回

二

-

二

市
内
の
水
田
約
二
、
四

O
O町
歩
そ
一
ま
ず
埴
質
札
帯
は
地
温
の
上
昇
が
お
そ

一

A

1

r

女

一

八

六

一

六

九

二

口

四

一

七

回

一

八

o

~
一一

(解
答
者
)

こ

の
う
ち
沖
積
の
秋
落
地
帯
が

て

0
0
一
く
稲
が
お
そ
出
来
に
な
る
。
台
風
や
早

一一

婚

姻

一

三

一

一

ニ

八

一

=

一

四

一

一

毛

穴

三

八

六

こ

講

師

磯

部

秀

俊

氏

一

o町
歩、

黒
ポ
ク
、
洪
質
、

湿
田
地
帯
一
冷
等
遅
延
型
の
障
害
を
う
け
や
す
い
の

γ

j

r

J
清
弘
、k
i

-

-

=
一
一
一
六
一
一
九
一
ユ
一一一

一

一一

日

由

時

間

同

時

純

一一

位

十

脚

総

刊

誌

ド

等

で

、
早

一

代

目

休

日

醐

此

揺

れ

都

駅

一

「

，

l
/

一

t

一
植
坪
六

O
株
、
並
木
植
等
で
穂
数
不
足

を
苗
数
で
補
う
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

。
倒
伏
と
根
腐
れ
防
止

前
年
の
倒
伏
を
考
え
て
無
理
な
施
肥

は
慎
し
み
、
早
期
栽
培
で
す
か
ら
低
温

で
地
力
窒
素
に
よ
る
活
着
、
分
け
つ
促

進
を
は
か
る
に
は
基
肥
至
床
で
、
さ
き

に
配
布
ざ
れ
た
施
肥
相
談
表
の
八
割
位

は
基
肥
に
、
二
割
位
は
穂
肥
に
施
し
て

赤
ち
ゃ
ん
を
正
し
く
育
て
る
た
め
の

報

離

乳

食

広

赤
ち
ゃ
ん
が
一
定
の
時
期
に
な
り
ま

す
と
乳
だ
け
で
は
栄
養
が
足
り
な
く
な

っ
て
骨
や
筋
肉
の
発
育
が
正
常
で
な
く

な
り
、
体
重
の
増
加
も
悪
く
、
運
動
機

能
の
発
育
も
お
く
れ
、
病
気
に
対
す
る

抵
抗
力
も
弱
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
常
に
正
し
い
発
育
が
営
ま
れ
る

よ
う
に
す
る
に
は
乳
以
外
の
も
の
で
慣

ら
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
離
乳
食
の
調
理
講
習
会
を
各
校
下

別
に
行
い
ま
ず
か
ら
、
お
母
さ
ん
方
は

ぜ
ひ
出
席
し
て
講
習
を
受
け
て
下
さ

B
V
 
時
間
は
い
づ
れ
も
午
後
一
時
か
ら
で

す。校
下

大

町

村

木

本

江
道

下

市津魚日発行

月

日

一
一
月
六
日
(
金
)

。
十
日
(
火
)

。
十
二
日
(
木
)

。
十
七
日
(
火
)

小/; /;保場
学 健所
校所

昭和34年 2月1

就
学
児
童
で
就
学
猶
予
や
免

除
の
届
出
は
ニ
月
末
ま
で
に

こ
の
四
月
か
ら
小
学
校
に
就
学
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
お
子
さ
ん
で
、
病
弱

発
育
不
全
、
そ
の
ほ
か
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
っ
て
、
就
学
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
学
校
教
育
法
で
保
護

者
が
届

H
ど
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と

一

ゾ

ま

す

。

該

当

す

る

方

は

h

ま
で
教
育
委
員
会
へ

届
伊

第148号

魚
津
市
連
青
で

レ

-

は

、

教

育

委
員
会
、

-
J

北
日
本
新
聞
社
共
催

一
と
こ
ろ

売

れ

。

で

次

の

よ

う

に

青
年

一
種

目

怠

へ

祭

を

ひ

ら

き

ま

す

。一

卜
演
劇

日

μ

こ
れ
は
、

青
年
が
相

一

Z
音
楽
H
合
唱
、
合
奏
、
郷
土
民
謡

予

知

寄

っ

て

芸

能

、

新

生

一

(

唄
と
踊
り
、
舞
踊
)

経

由

。

十

九

日

(

木

)

出

張

所

の

活

、

産

業

、

芸

術

作

一

1
生
活
研
究
発
表
H
新
生
活
、
グ
ル

加

積

。

二

十

貝

金

7

荷

量

の

発

表

に

ょ

っ

一

l

プ
活
動

天

神

グ

エ

十

四

日

(

火

)

小

学

校

前

て

仲

間

意

識

を

深

一

4
・術
美
H
工
芸
、
絵
画
、
写
真
、
書

住

吉

h
q

二
十
六
日
(
木
)

h

q

￥
ヌ

一

道
、
生
花
、
生
活
技
術
改
良

上

中

島

グ

二

十

七

日

(

金

)

出

張

所

ト

ニ

め

、

健

全

な

郷

土

社

一

品

片

員

三

月

五

旦

木

)

小

学

校

劇

祭

会

建

設

に

寄

与

し

ょ

一

丘
特
別
参
加
(
機
関
紙
、
文
芸
作
品
)

上

野

方

グ

六

24)
。

寅

年

う

と

す

る

も

の

で

そ

一
な
お
こ
の
青
年
祭
に
入
賞
し
た
個
人
及

西

布

施

。

十

貝

火

)

出

張

所

主

号

の

成

果

が

期

待

さ

れ

一
び
団
体
は
富
山
県
青
年
大
会
の
市
代
表

松

倉

h
q

十

二

日

(

木

)

小

学

校

宮

下

て

い

ま

す

。

一

と

な

り

ま

す

。

ー
体
育
協
会
よ
り
l

の

講

習

会

二

月

六

日

か

ら

と

ニ
月
十
五
日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら

村
木
小
学
校

き

15日に村木小学校で

木
村

ス
キ

l
講
習
会
や
検
定
会
な
ど

大

谷

山

ス

キ

l
場
で

待
望
の
ス
キ
1

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

ス
キ
1
場
は
、
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
お
り

ま
す
が
魚
津
市
体
育
協
会
で
は
、
多
く

の
方
に
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
普
及
を
か
ね
て
講
習
会
を
去
る

一
月
中
旬
か
ら
日
曜
日
ご
と
に
開
い
て

き
ま
し
た
。
二
月
以
降
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
場
所
は
い
づ
れ
も
大

谷
山
ス
キ
l
場
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
大
谷
山
ス
キ
1
場
に
は
、
二
一

O
米
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が
設
備
さ
れ
ス

キ
ー
ヤ
ー
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
体

育
協
会
で
は
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

一
一
月
八
日
H
第
七
回
三
市
三
郡
中
学
校

ス
キ
1
選
手
権
大
会

一
一
月
十
五
日
H
講
習
会
と
検
定
会

富
山
県
ス
キ
1
連
盟
、
県
、
市
教

委
共
催

一
一
月
二
十
二
日
日
講
習
会

県
ス
キ
l
連
盟

茂
氏
ほ
か

三
月
一
日
H
大
杉
平
ス
キ
ー

ツ
ア

こ
こ
で
大
谷
山
ス
キ
1
場

を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
と
、

電
鉄
魚
津
駅
か
ら
約
四
キ
ロ

余
り
の
地
点
に
あ
っ
て
、
開

木
山
と
並
び
広
汎
な
開
墾
地

で
初
心
者
向
き
の
ス
ロ
ー
プ

は
勿
論
、
山
岳
ス
キ
l
家
達

も
自
由
に
適
地
の
選
択
で
き

る
全
般
向
き
の
久
キ
l

場
で

す
。

一
の
使
用
が
可
能
で
、

一
方
山
上
に
登
れ

ス
ロ

ー
プ
は
一

一一

O
米
!
一
一
一
一

O
米

一
ば
有
機
海
を
遥
か
に
眺
め
市
街
が
一
望

の
長
さ
を
持
ち
、
開
木
山
五

O
O名、

一
に
見
渡
さ
れ
ま
す
。
ス
キ
l

場
に
は、

大
谷
山
一
、

0
0
0名
、
二
つ
山
て
五

一
大
谷
鉱
泉
が
あ
り
、
憩
い
の
オ
ア
シ
ス

0
0名
、
あ
わ
せ
て
三
、

0
0
0名
の

一
と
し
て
発
展
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
ヤ
ー
を
充
分
楽
し
ま
せ
て
く
れ

一
(
写
真
は
大
谷
山
ス
キ
l
場
ロ
1

プ
ウ

ま
す
。

一
エ
l
)

ま
た
帰
り
は
、
駅
近
く
ま
で
ス
キ
1

一

い
た
だ
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
平
常
は
客

土
、
暗
渠
、
堆
厩
肥
を
施
し
て
地
力
を

よ
く
す
る
こ
と
で
稲
の
生
育
途
中
、
極

端
な
肥
切
れ
は
な
く
な
り
ま
ず
。

出
穂
前
四

O
日
頃
は
、
止
葉
か
ら
四
、

五
節
目
が
伸
び
る
時
期
な
の
で
、
こ
の

頃
窒
素
が
よ
く
き
く
と
伸
び
す
ぎ
て
倒

伏
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
の
で
過
肥
は
さ

け
て
下
さ
い
。

田
干
し
と
し
て
植
付
後
二
週
目
に
第

一

回
、
そ
れ
か
ら
除
草
ご
と
に
三
回
、
無

効
分
け
つ
期
、
土
用
ぼ
し
等
、

必
ず
行

っ
て
根
腐
れ
を
防
ぎ
、
み
の
り
を
よ
く

し、

倒
伏
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
の
資
金

融

資

申

請

期

限

|

申

込

み

は

農

協

へ

|

一
農
業
経
営
改
善
の
た
め
の
農
業
経
営
資
金
の
、
融
資
申
請
期
限
は
従
・

一
来
と
少
し
変
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
し
こ
れ
ら
を
利
用
さ
一

周
れ
る
方
は
こ
の
点
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
申
込
み
は
農
協
へ
し
て
下
さ
一

一
い
。
こ
れ
ら
資
金
借
入
の
申
請
期
限
を
見
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
一

一

お

り

ま

す

。

一

〈
〉
一
月
末
ま
で
申
請
の
も
の

L
保
温
折
衷
苗
代
用
の
油
紙
代

Z
苗
代
用
ピ
一
一
ー
ル
資
金
(
一
坪
ニ

0
0円
で
本
田
反
当
十
坪
の
七
割

が
融
資
さ
れ
る
)

&
温
床
用
ビ
ニ
ー
ル
(
反
当
三
四
、

五
六

O
円
の
七
割
。
ト
ン
ネ
ル
栽

培
は
制
限
あ
り
ま
せ
ん

H

ト
マ

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
茄
子
、
花
き
、
旦

い
も
の
早
出
し
苗
等
)

4
里
い
も
夕

、
不
導
入
資
金
も
同
じ
で

反
当
五

O
〆

七

、

五

O
O円

。
ニ
月
期
限
の
も
の

ー
耕
転
機
二
五
万
円
、
テ
イ
ラ
ー
型

ト
ラ
ク
タ
ー

一
五
万
円

Z
動
力
墳
霧
機
一

O
万
円
、
撒
粉
機

四
万
八
千
円
、
ミ
ス
ト
機
五
万
四

千
円
、
兼
用
機
六
万
円
等
の
購
入

資
金

q
山由民産
加
工
施
設
資
金

4
ぃ堆
肥
舎
建
設
資
金

小
型
(
六
坪
)
五
万
四
千
円

大
型
へ
一
五
坪
)
一
一
一
万
円

丘
小
規
模
土
地
改
良
事
業
資
金
は
個

人
で
暗
渠
、
客
土
、
農
道
用
水
区
画

整
理
事
業
費
等
で
貸
付
額
は
十
万

円
ま
で
で
す
。

。
七
月
末
ま
で
の
も
の

ナ
タ
ネ
の
共
同
育
苗
、
反
当
苗
田

ニ
、
四
ニ

O
円

に
つ
い
て

。
畑八

耕割客の当輸月
起、土耕三出期
と耕は土万用限
砕起反培球球の
土作当養一根も
作業ニ資二、の
業は、金万種
を反九円球
兼当O 購
ね五七 入
た七円 資
もOの金
の円七 反

こ
と
し
の
冬
は
予
想
外
の
急
な
大
雪

の
た
め
に
、

果
樹
園
に
か
な
り
の
枝
の

雪
折
と
棚
、

垣
の
破
損
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
も
雪
に
よ
る
被

害
が
出
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
の

で
、
次
の
よ
う
な
手
入
れ
を
し
て
被
害

を
最
少
限
度
に
と
ど
め
て
下
さ
い
。

。
雪
の
下

i

l

l

i

t

-

E

i

に
埋
つ
繍
議
誠
鍔
減
掛
調
淵
減
縄
瑠

て
い
る
繍
郁
郁
勝
明
快
針
酔
綜
恥
融
配
艦

枝
は
、
蝉
閣
磁
調
噛
錨
摺
掴
留
掴
闇

早
く
雪

賜
蹄
闘
関
部
蕗
腐
肱
翻
配
幽

を
割
つ

1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

て
枝
を
雪
上
に
出
る
よ
う
に
手
入
れ

を
す
る
こ
と
、
す
で
に
雪
で
折
れ
て

い
る
校
で
も
、
完
全
に
折
れ
て
い
な

い
枝
は
、
支
え
竹
を
用
い
て
縛
り
、

そ
れ
以
上
折
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
、
こ
れ
か
ら
更
に
雪
が
降
り
積
っ

て
も
、
雪
の
た
め
に
枝
が
そ
れ
以
上

。
病
虫
害
適
期
防
除

早
期
栽
培
に
は
虫
害
が
多
い
こ
と
は

覚
悟
の
こ
と
で
、
苗
代
は
除
紙
直
後
は

ハ
ム
ク
リ
、
泥
負
虫
等
が
多
い
か
ら
薬

を
ま
い
て
予
防
す
る
。

パ
カ
苗
病、

苗
腐
れ
病
防
除
の
た
め
、

ウ
ス
プ
ル
ン
液
で
消
毒
す
る
。
ウ
ス
プ

ル
ン
が
種
籾
の
ま
わ
り
に
つ
い
て
い
て

幼
苗
を
ま
も
り
ま
す
。
田
植
え
し
て
か

ら
早
植
田
に
は
、
特
に
螺
虫
が
産
卵
に

集
ま
る
か
ら
、
十
日
後
位
か
ら
B

・H

・C
-を
撒
い
て
螺
虫
か
ら
ま
も
り
、
ホ

リ
ド
ー
ル
に
も
個
人
撒
き
、一

斉
撒
布

等
防
除
を
ぬ
か
り
な
く
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。
ツ
マ
グ
ロ
は
空
ツ
ユ
に
つ
き
も

の
で
あ
っ
て
、
ウ
ン
カ
は
発
生
状
況
を

調
べ
て
適
切
な
薬
剤
撒
布
を
願
い
た

、
。
、しVイ
モ
チ
は
穂
首
イ
モ
チ
防
除
に
重
点
を

お
き
、
出
穂
直
前
に
穂
揃
期
薬
剤
撒
布

の
枝
梗
イ
モ
チ
防
除
に
つ
と
め
る
つ

倒
伏
の
も
と
に
な
る
紋
枯
病
は
除
草
を

兼
ね
、
倒
伏
防
止
に
役
立
つ
除
草
剤
を

適
期
に
ま
い
て
防
除
に
つ
と
め
ま
し
ょ

O
 

R
ノ

総
じ
て
薬
剤
撒
布
は
経
費
と
労
力
は

嵩
み
ま
す
が
、

増
産
を
は
か
る
上
に
重

要
な
こ
と
で
す
か
ら
日
本
農
業
に
つ
い

た
運
命
と
念
じ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

-、
o

J
L

打、
v

(
農
業
指
導
所
)

。 。
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さ
が
ら
な
い
よ
う
に
丈
夫

を
設
け
ま
し
ょ
う
。

。
雪
の
上
に
野
兎
が
出
る
と
こ
ろ
で

は
、
兎
の
足
あ
と
を
発
見
し
、
果
樹

に
機
械
油
乳
剤
ま
た
は
石
灰
硫
黄
合

剤
を
撒
布
し
て
、
こ
の
薬
剤
の
悪
臭

に
よ
り
兎
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
と

甜
揚
揚
噛
翻
螺
蹴
職
強
趨

雪
上
部
を

配
脇
町
民
槌
佐
即
樹
齢
駒
瀦
で
き
れ
ば

間
関
盤
調
書
蝿
踊
限
襲
わ
ら
又
は

臨
臨
郎
臨
園
駅
欝
陰
舷
塑
杉
葉
で
覆

I
l

l

i

t

-

-

'

i

1

1

い
ま
す
0

0
雪
の
下
で
は
食
物
に
欠
乏
し
た
野
ね

ず
み
が
果
樹
の
大
事
な
幹
の
甘
皮
を

か
じ
り
、
こ
れ
を
枯
ら
し
て
し
ま
い

ま
ず
か
ら
、
幹
に
沿
っ
て
根
元
ま
で

雪
を
か
き
わ
け
て
、
地
上
部
の
根
際

を
杉
葉
で
て
い
ね
い
に
ま
い
て
、
ね

ず
み
の
食
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 な

支
柱

4
H
ク
ラ
ブ

研
究
発
表
会
結
果

第
九
回
魚
津
市
農
村
青
少
年
ク
ラ
プ

実
積
研
究
発
表
会
は
去
る
三
十
日
市
役

所
で
行
わ
れ
、

貴
重
な
体
験
資
料
を
十

一
人
が
発
表
し
ま
し
た
が
、

審
査
の
結

果
次
の
方
が
受
賞
し
ま
し
た
。

。
秀
賞
「
早
摘
に
た
い
す
る
燐
硬
形
態

肥
効
に

つ
い
て
」

天
神
稲
友

会

関

口
正
志

。
優
賞
「
ト
マ
ト
に
た
い
す
る
葉
面
散

布
の
効
果
」

下
野
方
友
進
会
宮
坂
勝

夫
「
農
業
簿
記
に
つ
い
て
」
下
野
方
若

穂

会

館

弘

之

。
良
質

石

垣

4
H
ク
石
川
新
一
、

天

神
青
葉
ク
関
口
嘉
雄、

宮
津
4
H
ク

中
村
美
治
、
天
神
稲
友
会
宮
崎
信

保
、
天
神
稲
友
会
関
口
豊
二
、
道
下

農
研
会
古
川
清
松
、
松
倉
耕
友
会
高

緑
信
夫
、
上
野
方
友
好
会
紙
谷
一
郎

寄

一
て

0
0
0円
村

木

河

合

義

孝

(果、修
行
に
よ
る
浄
財
を
社
会
福
祉

援
護
金
と
し
て
)

一O
、0
0
0円
田
方
町
五
十
嵐
和
吉

(
亡
父
森
治
死
去
に
よ
る
香
志
と
し

て
)
一O
、0
0
0円
角
川
町
五
十
里
鉄
三

(
亡
父
誠
一
死
去
に
よ
る
香
志
)

一O
、0
0
0円
出

河

口

隆

(
亡
父
助
之
丞
…
死
去
に
よ
る
香
志
)

五、

0
0
0円富
山
青
年
会
議
所

(
代
表
)
追
分
孝
典

(
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
)

二、

0
0
0円下
新

町

稲

垣

き

よ

(
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
)

て
五

O
O円小
川

寺

国

木

喜

一

(
亡
父
善
左

エ
門
死
去
に
よ
る
香
志
)

ね
司
一
歳
葉
桜
一
…本

航

あ

一一
段

…

叫
ん
主
将
岬建
ア一勧

容

対

一会
い
一

付

ム
て

0
0
0円
日
村
木
十
四
区

ム
四

六
O
円
日
村
木
十
一
区

ム
五
九

O
円

H
上
野
方
地
区

ム
五
O
O円
リ
金
山

谷
青
年
会

ム
五
四

O
円
H
馬
出
町
区

ム
六
三

O
円
日
新
上
一

区

ム
九
O
O

円
日
金
浦
区

ム

一、

0
0
0円
H

新

金
屋

一
区

ム
三
一

O
円
H
住
吉
区

前
回
(
一
月
一
日
広
報
掲
載
分
)
と

あ
わ
せ
て
寄
付
金
総
額
は
八
七
、
六
七

四
円
と
な
り
ま
し
た
。

。
新
湊
、
東
海
関
東
風
水
害
義
援
金
品

(
追
加
分
)

ム
二
、
五

O
O
円
、
他
に
衣
類
四
包
日

沖
田
区


